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きょういく  さど 
令和３年１月２８日 

第74号 

佐渡市教育委員会 

学校教育課 

  

コロナ禍における教育の転換  
～ 教師の学びは子どもの成長 ～ 

佐渡総合教育センター所長 羽二生 裕 
 
新しい年を迎えましたが、全国的にはまだまだ

コロナウイルスの感染拡大が収束いたしません。

そうした中での３学期のスタートとなりました。

今後もしばらくの間は、日常の教育活動だけでな

く、学校行事についても内容や方法を検討しなが

ら実施していく必要があります。 

さて、この４月より中学校においても新学習指

導要領が全面実施となります。このコロナ禍にお

いて、文科省では一人一台端末整備の「ＧＩＧＡ

スクール構想」を、本年度中に実現させることを

目指しています。今後、私たち教師は、学校での

授業や生活、教育活動等の中で一人ひとりの子ど

もたちの「情報活用能力」を更に育てていく必要

があります。子どもたちが自分の力で（友達と協

力・協働しながら）ＩＣＴ機器等を適切に活用し

て情報を得たり、それらの情報を整理・比較した

り、分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じ

て保存・共有したりする情報活用能力を育てる授

業づくりを、私たち教師は日々の授業の中で、子

どもたちと共に実践していくことが大切です。 

これからの時代、子どもたちがＩＣＴ機器をツ

ールとして使い、新たな発見をし、自分の考えが

変容していく喜びを感じ、自分自身の創造力を更

に広げ、深めて、そして発信・共有できる「学び

の力」を兼ね備えた佐渡の子どもたちを、私たち

教師は育てたいものです。子どもたちのこれから

の「未来を生き抜く力」は、今の学校での授業に

あります。この教育の転換期、佐渡の子どもたち

のために共に歩んでいきましょう。 

今年度の訪問を振り返って 

下越教育事務所 指導主事 本間 英一 

１ プロジェクト支援訪問について  

  今年度は、学力向上、授業改善に関わる内容で佐渡市教

育委員会及び各校から延べ23回の要請をいただきました。

折しも新型コロナウイルスの感染拡大が起きました。コロ

ナ禍の授業研究の在り方についても、各校で御配慮いただ

きましたことに心より感謝申し上げます。 

 教育委員会の要請による訪問は、今年度より中学校区の枠

を外し、３年をかけて全ての小中学校を訪問します。１日日

程で全校授業参観、学校評価に関わる面談、授業公開・協議

会が行われました。また、各校からの要請による訪問では授

業公開・協議会を基本に行われました。 

全ての学校が、自校の学力実態や指導面の課題を丁寧に分

析し、新学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けて真摯に取り組み着実に成果を積み重ねてい

ることを実感しました。 

 また、今年度の訪問では「学習評価」に関わる内容につ

いてもお話をさせていただきました。新潟県では、主体的

・対話的で深い学びの実現に向けて「学習と指導と評価の

一体化」に取り組んでいます。今一度『学習評価の在り方

ハンドブック』（文部科学省）、『「指導と評価の一体

化」のための学習評価に関する参考資料』（国立教育政策

研究所）、『学習評価のあり方』（県教育庁義務教育課）

等の資料を熟読し、児童生徒の学習改善、教師の指導改善

に向けた確実な取組をお願いします。 

２ 学力向上専門監配置事業（英語）について 

 ２年目を迎えた英語学力向上専門監事業では、昨年度に

引き続き専門監の定期的な訪問指導と全ての中学校におけ

る公開授業と協議会、情報交換を行いました。 

島内英語担当教員を２つのグループに分け、２年間で延

べ26回の授業公開を行います。同一教科で研修をする機会

が少ない中学校現場において、互いの授業を見合い、協議

を行ったり情報交換を行ったりする絶好の機会となりまし

た。先生方の積極的な取組に心より感謝申し上げます。今

後、２年間の取組が成果となって表れるものと確信してい

ます。 
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  学力向上数学プロジェクトの取組  

 佐渡市の課題である中学校数学の学力向上の取組として、佐渡市教育委員 

会では昨年度から「学力向上数学プロジェクト」を実施しています。今年度 

は来年度から完全実施となる新学習指導要領に対応するために、県立教育セ 

ンター指導主事を講師として招き、公開授業を基に「学ぶ楽しさ」「分かる 

喜び」が実感できる授業の在り方について研修を行いました。 

先生方の思いと生徒との間の橋渡し 

教育指導主事 大谷 直治 

 

表のとおり、今年度２学期ま

でのいじめの事故報告は昨年度

より減りましたが、低レベルを

含めると、167件から 217件に増

えました。各校におけるいじめ

の積極的な認知、未然防止・即時

対応力向上の証左と考えます。 

さて、佐渡市では６校に「心の教室相談員」を配

置し、主に児童生徒の心の悩みに寄り添い学級復帰

の支援を行っています。今年度は小学校にも配置し

ました。昨年度の相談延べ人数は 5,056人、１校１

日当たり９人です。    

相談員から次のような報告が届いています。 

〇「嫌なことを言われ、集団で避けるような態度を

とられた。学年部の先生方に伝えてもよいかを確認

した上で対応した。直ぐには収まらなかったが、本

人は先生方に話を聞いて理解してもらっただけで

も、苦痛が和らいだと話してくれた。」 

〇「Ａ子は先生に話したところで内容が面倒だか

ら、状況は良くならないとため息をついた。私は『そ

んなことはない。先生たちが必ず解決してくれるか

ら』と励まし、その後改善された。」 

 報告の中には、相談員の矜持としての標題の言葉

もありました。この学校は「クラスで何かあればす

ぐに生徒が情報をくれたり、先生方が生徒の情報を適宜提

供してくださったりする雰囲気のある学校」でもありま

す。学校には、児童生徒・保護者と関係する方々をつなぐ

総合力が求められています。 

 

「わたしをかんガエルノート」の活用を 

教育指導主事 本多 アヤ子 

 

先日、新穂中学校で行われた立志元服式で、目標の一字

に「鮭」という字を書き、「わたしは鮭になりたい。」と

発表した生徒がいたそうです。その生徒は島を出ても、将

来、鮭のように生まれ育ったところ（佐渡)に帰って地域に

貢献したいという想いでこの字を選んだと聞きました。佐

渡の子どもたちで、この生徒のように想っている子どもは

どのくらいいるでしょうか。佐渡市がキャリア教育に取り

組み始めて７年目を迎えます。結果が見えるのは、まだ先

のことですが、生まれ育った故郷を誇りに想い、成長して

いく子どもに育ってほしいです。 

さて、新学習指導要領では、特別活動の中に一人一人の

キャリア形成と自己実現を目指したキャリア・パスポート

の取組が示されています。キャリア教育の充実には特別活

動の学級活動を要としつつ、総合的な学習の時間や学校行

事、道徳科や各教科における学習、個別指導としてのカウ

ンセリング等の機会を生かし、学校の教育活動全体を通じ

て実施することが大切です。 

佐渡市では、キャリア・パスポートの取組として今年度

から「わたしをかんガエルノート」を作成し、児童生徒が

将来の生き方を考えるときに自分の歩みを振り返ることが

出来るようにしました。このノートは佐渡市キャリア教育

のイメージキャラクターである「かんガエル」をもとに作

成しました。１学年５枚以内で、目的は、①ポートフォー

リオとして記録を残し振り返る、②自分の目標や思いを振

り返り活用する、二つです。具体的に綴じるものは、１年

間の目標や振り返りプリントなど、個々の取組や成長がわ

かるものが望ましいです。 

進級、進学するときはこのノート 

を中学校・高校まで引き継いでいき、 

自分の成長を見つめる道標としてほ 

しいです。 

  

 

 

 


